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(57)【要約】
【課題】体温データを無線通信により受信可能な生体情
報表示装置を提供する。
【解決手段】生体情報表示装置は、体温データ受信部２
０１と、体温データ保持部２０２と、受信モード移行部
２０３とを備える。体温データ受信部２０１は、無線通
信でデータ送信可能な体温計３から送信される体温デー
タを受信可能な機能をする。体温データ保持部２０２は
、体温データの測定日時、又は、体温データの受信日時
と体温データとを関連付けて保持する。受信モード移行
部２０３は、体温データ受信部２０１を受信モードに移
行させるべき旨の移行指示を受け付けて、体温データ受
信部２０１を受信モードに移行させる。体温データ受信
部２０１は、体温データを体温計３から受信可能な受信
モードに移行されると、体温計３との通信コネクション
が確立され、体温データを体温計３から受信可能なよう
に構成される
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信でデータ送信可能な体温計から送信される体温データを受信可能な体温データ
受信部と、
　前記体温データの測定日時、又は、前記体温データの受信日時と前記体温データとを関
連付けて保持する体温データ保持部と、
　を備えることを特徴とする、
　生体情報表示装置。
【請求項２】
　前記体温データを前記体温計から受信可能な受信モードに移行させるべき旨の移行指示
を受け付けて、前記体温データ受信部を前記受信モードに移行させる受信モード移行部を
備え、
　前記体温データ受信部は、前記受信モード移行部によって前記受信モードに移行される
と、前記体温データを受信可能な状態になることを特徴とする、
　請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項３】
　ディスプレイと、
　第１特定領域を含むページ画面を前記ディスプレイに表示させる第１ページ画面表示部
と、
　前記第１ページ画面内の前記第１特定領域に対する選択の操作を受け付ける第１特定領
域選択操作部と、
　を備え、
　前記受信モード移行部は、前記第１特定領域に対する選択の操作が受け付けられると、
前記移行指示を受け付けたものとして前記体温データ受信部を前記受信モードに移行させ
ることを特徴とする、
　請求項２に記載の生体情報表示装置。
【請求項４】
　前記体温データ受信部が前記体温データを受信した後に、前記第１ページ画面、又は、
前記第１ページ画面とは別のページ画面に前記体温データを配置させて前記ディスプレイ
に表示させる第１体温データ表示部を備えることを特徴とする、
　請求項３に記載の生体情報表示装置。
【請求項５】
　前記受信モードを解除させるべき旨の解除指示を受け付けて、前記体温データ受信部の
前記受信モードを解除する第１受信モード解除部を備え、
　前記体温データ受信部は、前記第１受信モード解除部によって前記受信モードを解除さ
れると、前記体温データを受信不能な状態になることを特徴とする、
　請求項２のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項６】
　ディスプレイと、
　第２特定領域を含むページ画面を前記ディスプレイに表示させる第２ページ画面表示部
と、
　前記第２ページ画面内の前記第２特定領域に対する選択の操作を受け付ける第２特定領
域選択操作部と、
　を備え、
　前記第１受信モード解除部は、前記第２特定領域に対する選択の操作が受け付けられる
と、前記解除指示を受け付けたものとして前記受信モードを解除させることを特徴とする
、
　請求項５に記載の生体情報表示装置。
【請求項７】
　前記体温データ受信部が前記体温データの受信を完了した時に、前記受信モードを解除
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する第２受信モード解除部を備えることを特徴とする、
　請求項２～６のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項８】
　日時を指定する操作を受け付けると共に、前記体温データ保持部から前記日時に対応す
る前記体温データを取得して前記ディスプレイに表示させる第２体温データ表示部を備え
ることを特徴とする、
　請求項１～７のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項９】
　前記体温データ受信部は、
　前記体温データを受信可能とするレベルの第１の強度の電波を送信する状態と、
　前記体温データを受信不可とするレベルとなる前記第１の強度よりも弱い第２の強度の
電波を送信するか、又は、電波を送信しない状態と、を切り替えることを特徴とする、
　請求項２～８に記載の生体情報表示装置
【請求項１０】
　前記体温データ受信部は、ＮＦＣに準拠する回路、又は、ＲＦＩＤに準拠する回路、又
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３
に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１５６９３に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ１８０９２に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ２１４８１に準拠する回路を有する
ことを特徴とする、
　請求項１～９のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項１１】
　無線通信でデータ送信可能な体温計から送信される体温データを受信可能な体温データ
受信部と、
　前記体温データの測定日時、又は、前記体温データの受信日時と前記体温データとを関
連付けて保持する体温データ保持部と、
　を備えることを特徴とする、
　生体情報表示制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バイタルサインをモニタリングする生体情報表示装置、及び、生体情報表示
制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体情報モニタには、心電図、心拍数、ＳＰＯ２、血圧、呼吸、体温等の様々な生体情
報が表示され、その表示を見て医師は、患者の状態を把握する。従来、生体情報のうち患
者の体温は、例えば、直腸用体温計等で測定されていた。直腸用体温計として、例えば、
直腸に挿入して体温を測定するプローブと、そのプローブと必要な信号のやり取りをして
、測定対象である体温を算出し出力する制御ユニットと、上記プローブと上記制御ユニッ
トとを電気的に接続する可撓性の配線とを備えるものが提案されている（例えば、特許文
献１参照）。上記プローブを直腸に挿入して、上記プローブに設けられたサーミスタから
の出力に基づいて上記制御ユニットは体温を出力する。また、上記制御ユニットを備えた
生体情報モニタも提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１９４３６５号公報
【特許文献２】特開２０１１－１３６１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　上記特許文献２に開示される生体情報モニタは、配線を通じてプローブと接続されるた
め、上記生体情報モニタとプローブとの間における配線の取り回しが煩雑である。特に、
上記生体情報モニタは、心電を測定するための電極部、酸素飽和度を測定するためのＳｐ
Ｏ２センサ、血圧を測定するための腕帯も配線を通じて接続されているため、各配線が絡
み合わないように取り回すことは余計に煩雑である。
【０００５】
　本発明は、斯かる実情に鑑み、体温データを無線通信により受信可能な生体情報表示装
置、及び、生体情報表示制御装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の生体情報表示装置
は、無線通信でデータ送信可能な体温計から送信される体温データを受信可能な体温デー
タ受信部と、上記体温データの測定日時、又は、上記体温データの受信日時と上記体温デ
ータとを関連付けて保持する体温データ保持部と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記体温データを上記体温計から受信可能
な受信モードに移行させるべき旨の移行指示を受け付けて、上記体温データ受信部を上記
受信モードに移行させる受信モード移行部を備え、上記体温データ受信部は、上記受信モ
ード移行部によって上記受信モードに移行されると、上記体温データを受信可能な状態に
なることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の生体情報表示装置において、ディスプレイと、第１特定領域を含むペー
ジ画面を上記ディスプレイに表示させる第１ページ画面表示部と、上記第１ページ画面内
の上記第１特定領域に対する選択の操作を受け付ける第１特定領域選択操作部と、を備え
、上記受信モード移行部は、上記第１特定領域に対する選択の操作が受け付けられると、
上記移行指示を受け付けたものとして上記体温データ受信部を上記受信モードに移行させ
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記体温データ受信部が上記体温データを
受信した後に、上記第１ページ画面、又は、上記第１ページ画面とは別のページ画面に上
記体温データを配置させて上記ディスプレイに表示させる第１体温データ表示部を備える
ことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記受信モードを解除させるべき旨の解除
指示を受け付けて、上記体温データ受信部の上記受信モードを解除する第１受信モード解
除部を備え、上記体温データ受信部は、上記第１受信モード解除部によって上記受信モー
ドを解除されると、上記体温データを受信不能な状態になることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の生体情報表示装置において、ディスプレイと、第２特定領域を含むペー
ジ画面を上記ディスプレイに表示させる第２ページ画面表示部と、上記第２ページ画面内
の上記第２特定領域に対する選択の操作を受け付ける第２特定領域選択操作部と、を備え
、上記第１受信モード解除部は、上記第２特定領域に対する選択の操作が受け付けられる
と、上記解除指示を受け付けたものとして上記受信モードを解除させることを特徴とする
。
【００１２】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記体温データ受信部が上記体温データの
受信を完了した時に、上記受信モードを解除する第２受信モード解除部を備えることを特
徴とする。
【００１３】
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　また、本発明の生体情報表示装置において、日時を指定する操作を受け付けると共に、
上記体温データ保持部から上記日時に対応する上記体温データを取得して上記ディスプレ
イに表示させる第２体温データ表示部を備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記体温データ受信部は、上記体温データ
を受信可能とするレベルの第１の強度の電波を送信する状態と、上記体温データを受信不
可とするレベルとなる上記第１の強度よりも弱い第２の強度の電波を送信するか、又は、
電波を送信しない状態と、を切り替えることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記体温データ受信部は、ＮＦＣに準拠す
る回路、又は、ＲＦＩＤに準拠する回路、又は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠
する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１５
６９３に準拠する回路、又は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１８０９２に準拠する回路、又は、ＩＳＯ
／ＩＥＣ２１４８１に準拠する回路を有することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の生体情報表示制御装置は、無線通信でデータ送信可能な体温計から送信
される体温データを受信可能な体温データ受信部と、上記体温データの測定日時、又は、
上記体温データの受信日時と上記体温データとを関連付けて保持する体温データ保持部と
、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の生体情報表示装置、及び、生体情報表示制御装置によれば、体温データを無線
通信により受信することができるという優れた効果を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態における生体情報モニタの斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における生体情報モニタのハード構成を示す概要図である。
【図３】本発明の実施の形態における生体情報モニタの機能ブロック図である。
【図４】（ａ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示されるページ画面
を示す図である。（ｂ）（ｃ）は「ＴＥＭＰ」ボタン表示を示す図である。
【図５】（ａ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示される体温データ
受信確認表示を示す図である。（ｂ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに
表示される受信進行中表示を示す図である。
【図６】（ａ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示される受信完了表
示を示す図である。（ｂ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示される
体温データ表示を示す図である。
【図７】（ａ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示される体温データ
の履歴をグラフ形式で示す図である。（ｂ）は、本発明の実施の形態における生体情報モ
ニタに表示される体温データの履歴を表形式で示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照して説明する。なお、以下において本発明
の実施の形態における生体情報表示装置として、生体情報モニタを一例にとって説明する
が、これ以外の生体情報が表示されるその他の装置も本発明の範囲に含まれる。
【００２０】
　＜１．生体情報モニタ全体概要＞
図１を参照して、本発明の実施の形態における生体情報モニタ１について説明する。生体
情報モニタ１は、図１（ａ）に示すように、主としてタッチパネルディスプレイを備えた
タブレット型のコンピュータにより構成される。生体情報モニタ１は、図１（ｂ）に示す
ように、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
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【００２１】
　検知装置インターフェース２は、例えば、生体情報検知装置に対して接続コネクタ部２
ａを介して接続される。生体情報検知装置は、被験者の生体に関する状態を検知して、そ
の状態に対応する生体信号を出力するものである。生体情報検知装置として、たとえば、
心臓の活動電位を検知するための心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を
検知するための体温計、ＳｐＯ２を検知するためのＳｐＯ２検知装置（例えば、パルスオ
キシメーター）等が挙げられる。
【００２２】
　生体情報モニタ１及び検知装置インターフェース２それぞれには、例えば、ＵＳＢ（Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子１ｂ，２ｂが設けられ、ＵＳＢケーブル
を介して接続される。なお、検知装置インターフェース２と生体情報モニタ１との接続態
様は、データを生体情報モニタ１に送ることができれば、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアル
バス方式、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ）等のパラレルバス方式等を用いた有線通信接続態様、又は、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＮＦＣ　（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等を用いた無線通信接続で
あってもよい。また、検知装置インターフェース２は、例えば、図１（ｂ）に示すように
、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
【００２３】
　また、生体情報測定装置として、図１（ｂ）に示すように、無線通信機能を有する体温
計３も備える。体温計３における無線通信規格として、例えば、上記挙げたＲＦＩＤ、Ｎ
ＦＣ、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＩＳＯ／ＩＥＣ１
４４４３、ＩＳＯ／ＩＥＣ１５６９３、ＩＳＯ／ＩＥＣ１８０９２、ＩＳＯ／ＩＥＣ２１
４８１等の近距離無線通信技術の国際規格に準拠したものが一例として挙げられる。また
、生体情報モニタ１は、体温計３における無線通信方式に対応した無線通信機能を有して
おり、体温計３と無線通信可能である。
【００２４】
　次に、図２を参照して生体情報モニタ１、及び、検知装置インターフェース２の構成に
ついて説明する。生体情報モニタ１は、例えば、制御部１０と、タッチパネルディスプレ
イ１１と、接続コネクタ１２と、アンテナ１３と、スピーカ１４と、バッテリ１５とを備
える。制御部１０は、生体情報モニタ１内の各制御を行うものである。
【００２５】
　制御部１０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＯＭ（Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、記憶媒体１０４、無線通信インターフェース１０
５、有線通信インターフェース１０６、操作入力インターフェース１０７、表示制御部１
０８と、音声制御部１０９と、発光制御部１１０とを備える。なお、図２においてインタ
ーフェースは、Ｉ／Ｆと表記される。
【００２６】
　ＣＰＵ１０１は、生体情報モニタ１内の全体の処理を司るものであり、作業領域として
ＲＡＭ１０２を使用する。ＲＯＭ１０３には、例えば、生体情報モニタ１を起動させるた
めのプログラムや、その他のＣＰＵ１０１で実行される基本的なプログラムが書き込まれ
ている。記憶媒体１０４は、例えば、ソリッドステートドライブ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔ
ｅ　ｄｒｉｖｅ：ＳＳＤ）やフラッシュメモリ等により構成される。記憶媒体１０４には
、例えば、生体情報モニタ１の基本的な動作を実現するオペレーティングシステム（Ｏｐ
ｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＯＳ）や、そのオペレーティングシステムに依存するプ
ログラムが書き込まれる。また、記憶媒体１０４は、供給されるデータの保存場所として
機能する。
【００２７】
　無線通信インターフェース１０５は、例えば、外部装置との間で無線通信により送受信
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されるデータの変換処理（変調・復調）等を行うものであり、アンテナ１３と接続される
。アンテナ１３は、外部から送信されるデータを受信して無線通信インターフェース１０
５へ送る。また、アンテナ１３は、無線通信インターフェース１０５から供給されるデー
タを外部へ送信する。無線通信インターフェース１０５として、例えば、ＮＦＣに準拠す
る回路、又は、ＲＦＩＤに準拠する回路、又は、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）に準拠する回
路、又は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠する回路、ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３
に準拠した回路、ＩＳＯ／ＩＥＣ１５６９３に準拠した回路、ＩＳＯ／ＩＥＣ１８０９２
に準拠した回路、ＩＳＯ／ＩＥＣ２１４８１に準拠した回路、その他の近距離無線通信技
術の国際規格に準拠した全ての回路が一例として挙げられる。無線通信インターフェース
１０５は、上記回路の全て又は一部を備える。また、アンテナ１３として、例えば、ルー
プアンテナ、スパイラルアンテナ、ダイポールアンテナ、パッチアンテナ等が一例として
挙げられるが、これに限定されるものではなく、その他のアンテナであってもよい。
【００２８】
　有線通信インターフェース１０６は、例えば、外部装置との間で有線通信により送受信
されるデータの変換処理等を行うものであり、接続コネクタ１２と接続される。有線通信
インターフェース１０６として、例えば、ＵＳＢ等のシリアルバス規格を用いたものが挙
げられるが、これに限定されるものではない。その他の有線通信インターフェース１０６
として、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアルバス方式、ＳＣＳＩ等のパラレルバス方式を採用
したいずれのものであってもよい。
【００２９】
　操作入力インターフェース１０７は、外部からの操作をＣＰＵ１０１へ伝えるものであ
る。表示制御部１０８は、タッチパネルディスプレイ１１にＣＰＵ１０１からの命令に従
った表示をさせるものである。音声制御部１０９は、スピーカ１４へＣＰＵ１０１からの
命令に従った音声の出力を行うものである。発光制御部１１０は、ＣＰＵ１０１からの命
令に従って発光部１６，１７のオンオフを行うものである。発光制御部１１０は、例えば
、ＣＰＵ１０１から生体情報に関する報知信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又は
、いずれか一方を発光させる。また、発光制御部１１０は、例えば、ＣＰＵ１０１から生
体情報に関する報知解除信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又は、いずれか一方を
消灯又は、上記とは別態様で発光させる。
【００３０】
　タッチパネルディスプレイ１１は、表示及び操作入力の受け付けを行うものである。上
記操作入力の受け付けは、タッチパネルディスプレイ１１の表示面に直接指等でタッチ操
作を行うことによって実現される。タッチ操作として、例えば、タップ、ダブルタップ、
スクロール、ピンチイン、ピンチアウト、スライド等のジェスチャ操作が挙げられるが、
これに限定されるものではなく、その他の全てのジェスチャ操作も含まれる。タッチ操作
を行うと、操作入力インターフェース１０７は、そのタッチ操作に対応する操作信号をＣ
ＰＵ１０１へ伝える。バッテリ１５は、充電可能な蓄電池であり、生体情報モニタ１内の
各部に電力を供給する。なお、バッテリ１５は、充電可能に外部電源と接続されるように
構成されるとよい。
【００３１】
　検知装置インターフェース２は、生体情報モニタ１と接続線２ｃを通じて接続される。
また、検知装置インターフェース２は、たとえば、複数の生体情報検知装置のそれぞれの
規格に適合するコネクタを備えており、生体情報検知装置のそれぞれと接続される。そし
て、検知装置インターフェース２は、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれ
ぞれから供給される生体信号に対して生体情報モニタ１で処理可能なよう所定の処理を行
うインターフェースとしての役割を果たす。具体的に検知装置インターフェース２は、例
えば、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれぞれから供給される生体信号に
基づいて、生体情報モニタ１で処理可能な生体情報を生成して生体情報モニタ１へ出力す
る。すなわち、検知装置インターフェース２は、生体情報検知装置と共に生体情報の測定
装置として機能する。なお、上記生体情報モニタ１で処理可能な生体情報として、例えば
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、心臓の活動電位に対応する心電信号、心拍数、血中酸素濃度、血圧等が一例として挙げ
られるが、これに限定されるものではなく、その他の生体情報も含まれる。検知装置イン
ターフェース２は、上記説明した有線通信接続態様、又は、無線通信接続態様によって生
体情報モニタ１と接続される。
【００３２】
　生体情報検知装置は、上記説明したように、例えば、心臓の活動電位を検知するための
心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を検知するための体温計、ＳｐＯ２
を検知するためのＳｐＯ２検知装置等が挙げられる。なお、以上の生体情報検知装置は一
例であって、本発明において生体情報検知装置は、被験者からその他の生体信号を検知す
るものであってもよい。
【００３３】
　生体情報モニタ１における各種体温計の接続態様には、測定装置インターフェース２を
通じて生体情報モニタ１に接続する態様の他に、無線通信を通じて生体情報モニタ１に接
続する態様も含む。無線通信を通じて生体情報モニタ１に接続される体温計３は、例えば
、非接触ＩＣチップが内蔵されており、無線通信機能を有する。非接触ＩＣチップとして
、例えば、ＮＦＣタグ、ＲＦタグ、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）タグ、その他の近距離無線
通信技術の国際規格に準拠したものが挙げられる。
【００３４】
　体温計３に内蔵される非接触ＩＣチップには、例えば、測定される体温データが記憶さ
れる。生体情報モニタ１は、非接触ＩＣチップと通信を行って、非接触ＩＣチップから情
報を読み取ったり、非接触ＩＣチップへ情報を書き込んだりするリーダライタとしての機
能を有する。
【００３５】
　具体的に生体情報モニタ１は、体温計３に近づけて所定の強さの電波を体温計３に送信
する。体温計３は生体情報モニタ１から所定の強さの電波を受信すると、非接触ＩＣチッ
プの通信機能が起動して生体情報モニタ１との間での通信コネクションが確立する。生体
情報モニタ１と非接触ＩＣチップとの間で通信コネクションが確立すると、非接触ＩＣチ
ップに記憶される体温データが生体情報モニタ１に送信される。生体情報モニタ１はこの
体温データを受信して記憶する。
【００３６】
　なお、非接触ＩＣチップが内蔵される体温計３は、受信した電波を動作電圧として利用
する受動型（パッシブ型）のものに限らず、バッテリを備え、通信時にバッテリからの電
力で電波を発する能動型（アクティブ型）のものであってもよい。
【００３７】
　＜２．装置機能ブロック＞
次に、図３を参照して生体情報モニタ１の機能構成について説明する。生体情報モニタ１
は、体温計３から体温データを受信して、その体温データを保持するものである。生体情
報モニタ１は、例えば、体温データ受信部２０１と、体温データ保持部２０２と、受信モ
ード移行部２０３と、第１受信モード解除部２０４と、第２受信モード解除部２０５と、
受信モード移行領域選択操作部２０６と、受信モード解除領域選択操作部２０７と、第１
ページ画面表示部２０８と、第２ページ画面表示部２０９と、第１体温データ表示部２１
０と、第２体温データ表示部２１１と、タッチパネルディスプレイ１１とを備える。
【００３８】
　体温データ受信部２０１は、無線通信でデータ送信可能な体温計３から送信される体温
データを受信する。体温データ受信部２０１は、例えば、主として無線通信インターフェ
ース１０５及びアンテナ１３により実現される。
【００３９】
　体温データ受信部２０１は、体温データを体温計３から受信可能な受信モードに移行さ
れると、体温計３との通信コネクションが確立可能な状態で待機し、常に、体温データを
体温計３から受信可能な状態になる。また、体温データ受信部２０１は、上記受信モード



(9) JP 2018-75221 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

が解除されると、体温計３との通信コネクションが切断され、体温データを体温計３から
受信不能になる。結果、受信モード（通信コネクションを確立可能な状態）を継続するこ
とによる生体情報モニタ１の電力の消費を抑制できる。また、意図しないタイミングで生
体情報モニタ１が体温計３から体温データを受信してしまわないようにする。
【００４０】
　例えば、受信モードの場合、体温データ受信部２０１は、第１の強さの電波を送信し続
ける。結果、ＮＦＣタグやＲＦタグ等の非接触ＩＣチップを内蔵する体温計３との間で通
信コネクションを確立できる。一方、非受信モードの場合（受信モードの解除状態の場合
）、体温データ受信部２０１は、第１の強さ以下の電波を送信するか、電波を送信しない
。結果、上記非接触ＩＣチップを内蔵する体温計３との間で通信コネクションを確立する
ことが出来ないか、非常に確立しにくい状態となる。すなわち、上記非接触ＩＣチップを
内蔵する体温計３との間で通信コネクションを確立するか否かの受信モード／非受信モー
ドの状態切換えは、体温データ受信部２０１から送信される電波の強さの切り替えで実行
する。
【００４１】
　また、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠する回路を内蔵する体温計３との間で通
信コネクションを確立する場合、体温データ受信部２０１は、例えば、体温計３とペアリ
ングする必要がある。体温データ受信部２０１が受信モードの状態にある場合、体温デー
タ受信部２０１は、例えば、体温計３とペアリングされた状態にある。一方、体温データ
受信部２０１の受信モードが解除される場合、体温データ受信部２０１は、例えば、体温
計３とペアリングが解除された状態にある。
【００４２】
　なお、上記態様とは異なり、受信モードと通信コネクションの確立とを関連させないも
のであってもよい。例えば、生体情報モニタ１と体温計３との通信コネクションが確立し
た状態で、受信モードへの移行、受信モードの解除を行うものであってもよい。そのよう
な態様として、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠する回路を内蔵する体温
計３と生体情報モニタ１との間でペアリングが成立して通信コネクションが確立された状
態で、その後に生体情報モニタ１が受信モードに移行されると、体温計３に対してデータ
送信要求を行い、生体情報モニタ１が受信モードを解除されると、体温計３に対してデー
タ送信要求を行わない構成が一例として挙げられる。
【００４３】
　体温データ保持部２０２は、体温データの測定日時、又は、体温データの受信日時と体
温データとを関連付けて保持するものである。体温データ保持部２０２は、体温データの
測定日時、又は、体温データの受信日時と体温データとをＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０
４に記憶されるプログラムに従ってＣＰＵ１０１が処理して、その結果を記憶媒体１０４
に記憶させることにより実現される。
【００４４】
　受信モード移行部２０３は、体温データ受信部２０１を受信モードに移行させるべき旨
の移行指示（以下、受信モード移行指示と呼ぶ。）を受け付けて、体温データ受信部２０
１を受信モードに移行させるものである。受信モード移行指示は、例えば、外部からの操
作（以下、受信モード移行指示操作と呼ぶ。）により実現させることが想定される。受信
モード移行指示操作は、様々な態様が想定される。
【００４５】
　受信モード移行指示操作として、例えば、生体情報モニタ１にハードウェアとしての受
信モードに移行させる受信モード移行ボタンを設けておき、その受信モード移行ボタンへ
のボタン押圧操作が挙げられる。受信モード移行ボタンに対してボタン押圧操作を行うと
、操作入力インターフェース１０７はボタン押圧操作に対応する操作信号をＣＰＵ１０１
へ送信する。
【００４６】
　また、受信モード移行指示操作として、例えば、タッチパネルディスプレイ１１に表示
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されるページ画面に受信モードに関する表示（例えば、受信モード移行ボタン表示等）を
設けておき、その受信モードに関する表示に対する選択操作が挙げられる。受信モードに
関する表示を用いた受信モード移行指示操作は、例えば、タッチパネルディスプレイ１１
と、第１ページ画面表示部２０８と、受信モード移行領域選択操作部２０６とで実現され
る。
【００４７】
　第１ページ画面表示部２０８は、受信モード移行領域を含むページ画面をタッチパネル
ディスプレイ１１に表示させるものである。ページ画面は、タッチパネルディスプレイ１
１に表示させるものであり、様々な態様のものが想定される。ページ画面として、例えば
、複数の生体情報が配置されるものや、単一の生体情報が配置されるもの等が挙げられる
。
【００４８】
　また、受信モード移行領域は、ページ画面内に設けられる特定領域である。特定領域は
、特に、形状や大きさは限定されるものではなく、ページ画面内に設けられれば、如何な
る形状・大きさであってもよい。また、受信モード移行領域には、例えば、受信モードに
関する表示が設けられる。第１ページ画面表示部２０８は、主として記憶媒体１０４等に
記憶されるプログラムをＣＰＵ１０１が実行して、その結果出される命令を表示制御部１
０８が実行することによって実現される。
【００４９】
　受信モード移行領域選択操作部２０６は、上記ページ画面内に設けられる受信モード移
行領域の選択を受け付ける。具体的に受信モード移行領域内の受信モードに関する表示の
タッチパネルディスプレイ１１における表示面に対してタッチ操作（ワンタップ、ダブル
タップ等）を行うと、受信モード移行領域選択操作部２０６は、受信モード移行領域の選
択を受け付けたものと判断する。以上のような受信モード移行領域選択操作部２０６は、
主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力インターフェース１０７で実現可能
である。
【００５０】
　また、受信モード移行領域内の受信モードに関する表示に対して、マウス等の外部入力
装置を使ってポインターを受信モードに関する表示上に配置させた後に、クリック等の選
択操作を行うと、受信モード移行領域選択操作部２０６は上記ページ画面内に設けられる
受信モード移行領域の選択を受け付けたものと判断する。以上のような受信モード移行領
域選択操作部２０６は、主として（図示しない）外部入力装置及び操作入力インターフェ
ース１０７で実現可能である。
【００５１】
　上記のように受信モード移行領域に対する選択の操作が受け付けられると、受信モード
移行部２０３は、受信モード移行指示を受け付けたものとして体温データ受信部２０１を
受信モードに移行させる。受信モード移行部２０３の受信モードの移行は、受信モード移
行指示の受け付け結果に応じて記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１０１
が実行することによって実現される。
【００５２】
　第１体温データ表示部２１０は、体温データ受信部２０１が体温データを受信した後に
、タッチパネルディスプレイ１１における上記ページ画面、又は、上記ページ画面とは別
のページ画面に体温データを表示させる。すなわち、第１体温データ表示部２１０は、体
温データ受信部２０１が受信した体温データを特に限定されないページ画面に表示させる
。第１体温データ表示部２１０は、主として記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムを
ＣＰＵ１０１が実行して、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行することによ
って実現される。
【００５３】
　次に、受信モードの解除（非受信モード）について説明する。第１受信モード解除部２
０４は、受信モードを解除させるべき旨の解除指示（以下、受信モード解除指示）を受け
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付けて、体温データ受信部２０１の受信モードを解除するものである。受信モード解除指
示は、例えば、外部からの操作（以下、受信モード解除指示操作と呼ぶ。）により実現さ
せることが想定される。受信モード解除指示操作は、様々な態様が想定される。
【００５４】
　受信モード解除指示操作として、例えば、生体情報モニタ１にハードウェアとしての受
信モードを解除する受信モード解除ボタンを設けておき、その受信モード解除ボタンへの
ボタン押圧操作が挙げられる。受信モード解除ボタンに対してボタン押圧操作を行うと、
操作入力インターフェース１０７はボタン押圧操作に対応する操作信号をＣＰＵ１０１へ
送信する。
【００５５】
　また、受信モード移行指示操作として、例えば、タッチパネルディスプレイ１１に表示
されるページ画面に受信モードの解除に関する表示（例えば、受信モード解除ボタン表示
等）を設けておき、その受信モードの解除に関する表示に対する選択操作が挙げられる。
受信モードの解除に関する表示を用いた受信モード解除指示操作は、例えば、タッチパネ
ルディスプレイ１１と、第２ページ画面表示部２０９と、受信モード解除領域選択操作部
２０７とで実現される。
【００５６】
　第２ページ画面表示部２０９は、受信モード解除領域を含むページ画面をタッチパネル
ディスプレイ１１に表示させるものである。ページ画面は、タッチパネルディスプレイ１
１に表示させるものであり、様々な態様のものが想定される。ページ画面として、例えば
、複数の生体情報が配置されるものや、単一の生体情報が配置されるもの等が挙げられる
。なお、第２ページ画面表示部２０９が表示させるページ画面は、第１ページ画面表示部
２０８が表示させるページ画面と同一のページ画面であってもよいし、別のページ画面で
あってもよい。
【００５７】
　また、受信モード解除領域は、ページ画面内に設けられる特定領域である。特定領域は
、特に、形状や大きさは限定されるものではなく、ページ画面内に設けられれば、如何な
る形状・大きさであってもよい。なお、受信モード解除領域は、受信モード移行領域と同
一の領域であってもよいし、別の領域であってもよい。また、受信モード解除領域には、
例えば、受信モードの解除に関する表示が設けられる。受信モードの解除に関する表示は
、受信モードに関する表示と兼用してもよいし、別途表示させてもよい。受信モードの解
除に関する表示と受信モードに関する表示とを、例えば、ある特定領域内に配置される「
受信モード」表示ボタンで兼用させた場合、「受信モード」表示ボタンをオン・オフする
ことにより受信モードへの移行及び受信モードの解除は実現される。第２ページ画面表示
部２０９は、主として記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１０１が実行し
て、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行することによって実現される。
【００５８】
　受信モード解除領域選択操作部２０７は、上記ページ画面内に設けられる受信モード移
行領域の選択を通じて、受信モード解除指示操作を受け付ける。
【００５９】
　具体的に受信モード解除領域内の受信モードの解除に関する表示のタッチパネルディス
プレイ１１における表示面に対してタッチ操作（ワンタップ、ダブルタップ等）を行うと
、受信モード解除領域選択操作部２０７は上記ページ画面内に設けられる受信モード解除
領域の選択を受け付けたものと判断する。以上のような受信モード解除領域選択操作部２
０７は、主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力インターフェース１０７で
実現可能である。
【００６０】
　また、受信モード解除領域内の受信モードの解除に関する表示に対して、マウス等の外
部入力装置を使ってポインターを受信モードの解除に関する表示上に配置させた後に、ク
リック等の選択操作を行うと、受信モード解除領域選択操作部２０７は上記ページ画面内
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に設けられる受信モード解除領域の選択を受け付けたものと判断する。以上のような受信
モード解除領域選択操作部２０７は、主として（図示しない）外部入力装置及び操作入力
インターフェース１０７で実現可能である。
【００６１】
　上記のように受信モード解除領域に対する選択の操作が受け付けられると、第１受信モ
ード解除部２０４は、受信モード解除指示を受け付けたものとして体温データ受信部２０
１の受信モードを解除する。第１受信モード解除部２０４の受信モードの解除は、受信モ
ード解除指示の受け付け結果に応じて記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ
１０１が実行することによって実現される。
【００６２】
　第１受信モード解除部２０４に代わって第２受信モード解除部２０５が設けられてもよ
い。第２受信モード解除部２０５は、第１受信モード解除部２０４と異なり、体温データ
受信部２０１が体温計３から体温データの受信を完了した時に、受信モードを自動的に解
除する。第２受信モード解除部２０５は、主として記憶媒体１０４等に記憶されるプログ
ラムをＣＰＵ１０１が実行することによって実現される。
【００６３】
　なお、第１受信モード解除部２０４及び第２受信モード解除部２０５は、同時に使えな
いため、いずれか一方を選択部により選択して機能させてもよい。この場合、選択された
方の機能は有効となり、他方の機能は無効となる。
【００６４】
　第２体温データ表示部２１０は、日時の指定の操作（以下において、日時指定操作と呼
ぶ。）を受け付けて、体温データ保持部２０２から日時指定操作の日時に対応する体温デ
ータを取得してタッチパネルディスプレイ１１に表示させるものある。第２体温データ表
示部２１０は、主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力インターフェース１
０７からの操作に応じて、主として記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１
０１が実行して、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行することによって実現
される。
【００６５】
　＜３．ページ画面＞
図４を参照してページ画面３００の一例について説明する。ページ画面３００は、図４（
ａ）に示すように、様々な種類の生体情報の一覧が示されてタッチパネルディスプレイ１
１に表示される。様々な種類の生体情報の一覧は、ページ画面３００の第１特定領域３０
１、及び、第２特定領域３０６に配置されてタッチパネルディスプレイ１１に表示される
。
【００６６】
　また、ページ画面３００の上下方向下端部には、図４（ａ）に示すように受信モード移
行領域３１０が設けられる。受信モード移行領域３１０内には、「ＴＥＭＰ」ボタン表示
が設けられてタッチパネルディスプレイ１１に表示される。
【００６７】
　ページ画面３００の第１特定領域３０１は、例えば、図４（ａ）に示すように、ページ
画面３００の中央よりも下方の領域とすることが一例として想定される。そして、ページ
画面３００の第１特定領域３０１の幅方向の長さは、例えば、図４（ａ）に示すように、
ページ画面３００の幅方向の長さと略同一程度が好ましい。また、ページ画面３００の第
１特定領域３０１の上下方向の長さは、例えば、図４（ａ）に示すように、ページ画面３
００の上下方向の長さの略１／３～１／２程度が好ましい。
【００６８】
　ページ画面３００の第１特定領域３０１には、生体情報波形が配置される。第１特定領
域３０１に配置される生体情報波形は、１つであっても複数であってもよい。第１特定領
域３０１に配置される生体情報波形は、例えば、図４（ａ）に示すように、心電図波形３
０２と、脈波３０３が同時に特定領域３０１に配置される。また、第１特定領域３０１に
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表示される生体情報波形は、現在測定されるものが反映され、リアルタイムに更新される
。そして、第１特定領域３０１の横軸は時間軸３０５ａであり、縦軸は電位（心電図）等
の生体情報に関する値を表す軸３０５ｂである。そのような第１特定領域３０１に、図４
（ａ）では、心電図波形３０２と、脈波３０３が時間軸３０５ａ方向へ延びるように配置
される。
【００６９】
　生体情報一覧ページ画面３００の第２特定領域３０６には、生体情報が種類毎に個別に
示される個別表示区域３０７ａ～３０７ｅが設けられる。個別表示区域３０７ａ～３０７
ｅには、例えば、様々な種類の生体情報が表示される。個別表示区域３０７ａには、例え
ば、心拍数（ＨＲ）に関する生体情報が表示される。個別表示区域３０７ｂには、例えば
、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）に関する生体情報が表示される。個別表示区域３
０７ｃには、例えば、非観血血圧（ＮＩＢＰ）に関する生体情報が表示される。個別表示
区域３０７ｄには、例えば、呼吸（ＲＥＳＰ）に関する生体情報が表示される。個別表示
区域３０７ｅには、例えば、体温（ＴＥＭＰ）に関する生体情報が表示される。
【００７０】
　なお、生体情報一覧ページ画面３００において第２特定領域３０６に設けられる個別表
示区域の数は、図４に示すように、５つであるが、これに限定されるものではなく、その
他の数であってもよいが、少なくとも４つ以上とすることが好ましい。また、個別表示区
域に表示される生体情報は、心拍数（ＨＲ）、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）、非
観血血圧（ＮＩＢＰ）、呼吸（ＲＥＳＰ）、体温（ＴＥＭＰ）に限定されるものではなく
、その他の生体情報であってもよい。
【００７１】
　個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示される生体情報としては、例えば、最新の測定
値（単位）、最新の測定日時、生体情報の良否判定に関する上限閾値及び下限閾値、第２
生体情報波形、生体情報の健全度合いを表すバーグラフ表示等が挙げられる。なお、個別
表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示される生体情報は、上記のものに限定されるものでは
なく、その他の生体情報を追加してもよい。個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示され
る生体情報は、上記の全てであってもよいし、上記から適当なものを上記から選択しても
よい。
【００７２】
　受信モード移行領域３１０の「ＴＥＭＰ」ボタン表示は選択（タッチ）可能である。例
えば、図４（ａ）に示すように、タッチパネルディスプレイ１１における「ＴＥＭＰ」ボ
タン表示の表示面に対してタッチ操作（ワンタップ、ダブルタップ等）を行うと、生体情
報モニタ１は受信モードに移行する。
【００７３】
　生体情報モニタ１が受信モードに移行すると、図４（ｂ）に示すように、「ＴＥＭＰ」
ボタン表示はタッチパネルディスプレイ１１上において色付き表示等の強調表示に変わる
。そして、電波表示３１２も点線表示から太線表示に変わる。この視覚変化によって、受
信モードであることを利用者に認識させる。
【００７４】
　生体情報モニタ１が受信モードに移行した状態において、図４（ａ）に示すように、再
度、タッチパネルディスプレイ１１における「ＴＥＭＰ」ボタン表示３１１の表示面に対
してタッチ操作（ワンタップ、ダブルタップ等）を行うと、生体情報モニタ１は受信モー
ドを解除する。生体情報モニタ１が受信モードを解除すると、図４（ｃ）に示すように、
「ＴＥＭＰ」ボタン表示はタッチパネルディスプレイ１１上において色付き表示等の強調
表示から通常表示に変わる。そして、電波表示３１２も太線表示から点線表示に変わる。
この視覚変化によって、非受信モードであることを利用者に認識させる。
【００７５】
　以上の通り、本実施形態では、受信モードへの移行・解除は、受信モード移行領域３１
０の「ＴＥＭＰ」ボタン表示のタッチパネルディスプレイ１１における表示面に対するタ
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ッチ操作で実現させる。すなわち、受信モード移行領域３１０は同時に受信モード解除領
域でもあり、「ＴＥＭＰ」ボタン表示は受信モード移行ボタンであると同時に受信モード
解除ボタンでもある。すなわち、「ＴＥＭＰ」ボタン表示をスイッチとし、そのスイッチ
へのオン・オフ操作で受信モードへの移行・解除を実現させている。
【００７６】
　なお、受信モード移行領域及び受信モード解除領域は、上記のような態様に限定される
ものではなく、例えば、体温（ＴＥＭＰ）に関する生体情報が配置される個別表示区域３
０７ｅ自体を、受信モード移行領域及び受信モード解除領域として構成してもよい。これ
により省スペース化が可能となる。この場合、タッチパネルディスプレイ１１における個
別表示区域３０７ｅの表示面に対してタッチ操作（ワンタップ、ダブルタップ等）を行っ
て受信モードへの移行・解除を行う。また、受信モード移行領域及び受信モード解除領域
それぞれを別の領域又は、別のページ画面に設けて構成してもよい。
【００７７】
　＜４．受信モードへの移行＞
次に、受信モードに移行した後の流れについて図５及び図６を参照して説明する。上記説
明したように受信モードに移行すると、体温計３から体温データを受信可能な状態になる
。受信モードにおいて、体温計３を受信領域に近づけると、通信コネクションが確立され
、ページ画面３００には、図５（ａ）に示すように、体温データ受信確認表示３２０がタ
ッチパネルディスプレイ１１に表示される。体温データ受信確認表示３２０は、実際に体
温計３から体温データを受信するか否かを最終確認するものである。タッチパネルディス
プレイ１１における体温データ受信確認表示３２０内の「はい」表示と、「いいえ」表示
のいずれか一方の表示面に対してタッチ操作を行うことによって上記確認への返答を行う
。
【００７８】
　例えば、タッチパネルディスプレイ１１における「はい」表示の表示面に対してタッチ
操作を行うと、例えば、生体情報モニタ１は体温計３に対して体温データ送信要求信号を
送信する。体温データ送信要求信号を受けた体温計３は、体温データを生体情報モニタ１
に送信する。生体情報モニタ１は体温データを体温データ受信部２０１で受信するが、受
信中は、例えば、図４（ｂ）に示すような、プログレスバーを有する受信進行中表示３３
０がタッチパネルディスプレイ１１に表示される。
【００７９】
　体温データの受信を完了すると、生体情報モニタ１は、図６（ａ）に示すように、受信
完了表示３４０をタッチパネルディスプレイ１１に表示させる。図３で説明した第２受信
モード解除部２０５が機能すれば、体温データの受信を完了後に生体情報モニタ１は、受
信モードが解除される。
【００８０】
　また、受信完了表示３４０がタッチパネルディスプレイ１１に表示されると、生体情報
モニタ１は、図６（ｂ）に示すように、受信した体温データが表示される体温データ表示
３５０をタッチパネルディスプレイ１１に表示させる。体温データ表示３５０には、例え
ば、体温データと共に体温データの測定日時が表示される。
【００８１】
　体温データ表示３５０内には、「ＯＫ」表示３５１と、「再受信」表示３５２、「キャ
ンセル」表示３５３、「履歴」表示３５５が配置される。「ＯＫ」表示３５１と「キャン
セル」表示３５３は、受信モード解除領域３５４を兼ねる。「ＯＫ」表示３５１の表示面
に対してタッチ操作を行うと、体温データをそのまま確定させつつ、受信モード解除指示
操作を受け付ける。これにより、生体情報モニタ１は、受信モードを解除する。「キャン
セル」表示３５１の表示面に対してタッチ操作を行うと、体温データを破棄してから、受
信モード解除指示操作を受け付ける。これにより、生体情報モニタ１は、受信モードを解
除する。
【００８２】
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　また、タッチパネルディスプレイ１１における「再受信」表示３５２の表示面に対して
タッチ操作を行うと、生体情報モニタ１は体温計３に対して再度体温データ送信要求信号
を送信する。体温データ送信要求信号を受けた体温計３は、体温データを再度生体情報モ
ニタ１に送信する。生体情報モニタ１は再度体温データを受信すると、体温データ表示３
５０の内容を更新してタッチパネルディスプレイ１１に表示させる。これらの操作により
、正しい体温データのみを、効率的に保存していくことが可能となる。
【００８３】
　＜５．体温データ履歴表示＞
次に、体温データの履歴をタッチパネルディスプレイ１１に表示させる流れについて図６
及び図７を参照して説明する。図６（ｂ）に示すタッチパネルディスプレイ１１における
「履歴」表示３５５の表示面に対してタッチ操作を行うと、生体情報モニタ１は、タッチ
パネルディスプレイ１１に体温データの履歴を表示する。体温データの履歴は、図７（ａ
）に示すように、例えば、トレンドグラフとして体温データ履歴表示領域３６０において
表示されるが、これに限定されるものではなく、図７（ｂ）に示すような表形式であって
もよい。トレンドグラフ形式で体温データの履歴が表示される場合、体温データ履歴表示
領域３６０は、横軸を時間軸、縦軸を体温の大きさを表す軸としている。
【００８４】
　体温データ履歴表示領域３６０の直下に配置されるタッチパネルディスプレイ１１にお
ける進行ボタン３６１、後退ボタン３６２の表示面に対してタッチ操作を行うと、体温デ
ータ履歴表示領域３６０内における表示内容は時間軸方向へスクロールする。これにより
、体温データ履歴表示領域３６０内に様々な時間帯の体温データを表示させることができ
る。
【００８５】
　また、例えば、図７（ａ）に示すタッチパネルディスプレイ１１における日付範囲ボタ
ン３６３の表示面に対して、タッチ操作を行うと、体温データ履歴表示領域３６０内に、
図７（ｂ）に示す体温データ表３６４が出現する。体温データ表３６４は、例えば、出現
時のデフォルト画面では、最新の測定データを含む直近１０個分のデータが表示される。
そして、体温データ履歴表示領域３６０直下の日付範囲入力部３６５において体温データ
履歴表示領域３６０内に表示させたい日付範囲を入力すると、体温データ表３６４が更新
されて、その日付に対応する体温データが体温データ表３６４に反映される。
【００８６】
　以上のように、本発明の実施の形態における生体情報モニタ１は、体温計３から受信し
た体温データの履歴をも様々な態様で表示させることができる。
【００８７】
　以上の生体情報モニタ１において、タッチパネルディスプレイ１１でディスプレイを構
成させ、タッチパネルディスプレイ１１に対するタッチ操作で様々な操作を行ったが、こ
れに限定されるものではなく、その他の態様の操作であってもよい。例えば、マウス、キ
ーボード等をはじめとする外部入力装置を用いて以上説明した操作を実現するものも本発
明に含まれる。また、ディスプレイは、タッチパネル機能がないものであってもよい。
【００８８】
　以上の生体情報モニタ１等の生体情報表示装置のディスプレイに表示させる生体情報に
関する表示を制御する生体情報表示制御装置も本発明に含まれる。すなわち、生体情報表
示制御装置は、ディスプレイに接続され、そのディスプレイへの上記表示を制御するもの
である。
【００８９】
　尚、本発明の生体情報表示装置、及び、生体情報表示制御装置は、上記した実施の形態
に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得
ることは勿論である。
【符号の説明】
【００９０】
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　１　生体情報モニタ
　３　体温計
　１１　タッチパネルディスプレイ
　２０１　体温データ受信部
　２０２　体温データ保持部
　２０３　受信モード移行部
　２０４　第１受信モード解除部
　２０５　第２受信モード解除部
　２０６　受信モード移行領域選択操作部
　２０７　受信モード解除領域選択操作部
　２０８　第１ページ画面表示部
　２０９　第２ページ画面表示部
　２１０　第１体温データ表示部
　２１１　第２体温データ表示部
　３００　ページ画面
　３１０　受信モード移行領域（第１特定領域）
　３５１　受信モード解除領域（第２特定領域）

【図１】 【図２】
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